
MYパワー事業概要

～地域課題解決と地域のエネルギー事業～
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（株）三河の山里コミュニティパワー
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スタッフ規模 2

• 役員 ：３名

• 社員（契約社員を含む） ： ８名

• 業務委託スタッフ ：１名

• パート ：５名

合計１７名（地域内雇用11名、女性比率42%）

※20代Uターン：1名採用(2021年度)



(一社) 三河の山里
課題解決ファーム
６８６株［69.3％］

■あいち豊田農業協同組合
（ＪＡあいち豊田）
１４５株［14.6％］

■豊田信用金庫
１００株［10.1％］

■地域住民株
（豊田市山村･準山村地域内）
５９株（44名･法人）［6.0％］

2024年5月31日現在

議決権ありの
普通株
配当なし

議決権なしの
甲種類株
配当なし

随時 譲渡中
（１口１万円）

ＭＹパワーの株主構成

◎ 地域住民の会社を目指す

株主構成

地域外の「志株」
６９０株（104名･法人）+

3



早川代表 ２４年の地域医療の実践

訪問看護

1996年6月

在宅医療におけるIT活用
（画像・音声・生体情報の双方向通信）

1999年

医療・福祉共通カルテ

1998年・・・・・・・・・・・・・2005年

電子カルテシステム導入＋地域医療連携システム

2004年10月

Ｗｅｂ型電子カルテを活用した地域
診療所との医療情報共有活用事業

2009年10月

2010年3月

中山間地域における高齢者向け
『いきいき生活支援』の事業化

2010年9月～2012年3月

2000年 2010年2005年

ICT街づくり推進事業
ICカード（あすけあいカード）

2012年11月～2016年3月

たすけあい
プロジェクト

2016年4月～

健康ネットワーク研究会

2020年
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電力販売 小売事業
2019夏～ 準備 （事業者登録／顧客管理システム導入）

2019秋～ 切替開始
2020夏 公共施設の切替完了
2020秋 事業収益化
2021春 企業・一般家庭営業開始
2024春 卒FIT電気の買取開始
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【公共施設の切替件数】
山村地域（旭・足助・稲武・小原・下山地区）

＋
山村地域に準ずる地域
（矢並、西広瀬、東広瀬、中金、上鷹見、滝脇
豊松、御作の小学校区）

【一般家庭・企業の切替件数】

2025年5月現在

高圧 低圧 合計

市直営施設
支所、交流館、小中
学校など 47 196 243

指定管理施設
どんぐりの里、旭高
原元気村、香恋の里
など

22 118 140

上下水道施設
浄水場、配水場、ポ
ンプ場など

7 322 329

設楽町 2 2

78 636 714

2025年5月現在

高圧 低圧 合計

民間企業 12 121 133

地域組織 16 16

一般家庭 123 123

12 260 272



敷島自治区での取り組み

6

しきしまの家・ずっと元気PJ
支え合い社会創造PJの立ち上げ支援

公共ライドシェア「しきしま支え合い交通」

自給家族ネットワークの立ち上げ
※下山・羽布とも連携

電力事業の説明会やキャンペーン



農村ＲＭＯ実証事業（R5～7年度）

令和5年度から3年間の
農村RMOモデル推進支援
事業に採択されました。
草刈りロボットは、愛

知工業大学との連携事業、
農用地保全の切り札、し
きしまの家「自給家族」
の募集を開始しました。

農用地保全

「地域計画」実現化戦略計画

草刈りロボット開発実証

しきしまの家自給家族実証

地域資源活用
RMO拠点しきしまの家整備

高齢者生産野菜配送加工実証

生 活 支 援
支え合いシステム実証

高齢者移動支援実証



米のCSA・自給家族のコンセプト

生産者と消費者が家族になって安全で美味しい米を自給する



①米のＣＳＡ「自給家族」による水田活用

②地域まるっと方式による農用地利用集積

③自給家族援農システムによる農作業省力化

・中山間直払いの加算制度が拡充された
・農村RMOを推進する支援制度の創設
・「地域計画」の策定が義務付けられた

国の政策
などの
環境変化

しきしまの家を拠点に広域連携で農地を保全

農用地保全しきしまの家方式



明和自治区での取り組み
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敷島や大多賀での取り組みを
明和自治区の役員や民生委員で学ぶ勉強会



足助高校など教育分野での取り組み
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高校生向け地域探究授業のサポートや寄宿舎の提供

大学での出張授業九久平小学校での環境・地域教育
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